
第15回 心理療法② 第14回の復習をしておく

第13回 心理テスト② 第12回の復習をしておく

第14回 心理療法① 第13回の復習をしておく

第11回 人間観とパーソナリティ論 第10回の復習をしておく

第12回 心理テスト① 第11回の復習をしておく

第９回 臨床心理学① 第8回の復習をしておく

第10回 臨床心理学② 第9回の復習をしておく

第5回の復習をしておく

第７回 発達心理学② 第6回の復習をしておく

第８回 社会心理学 第7回の復習をしておく

参考書
等

なし

受講生への
メッセージ

心理学は私たちが身近に感じることができるものです。自分の心の動き
を知り、周囲の人との関係を見つめ直すことができます。講義を通し
て、学問としての「心」に触れてもらえたらと思います。

第１回 心理学とは 心理学の定義について学んでおく

第２回 感覚と知覚 第1回の復習をしておく

第３回 感情と要求 第2回の復習をしておく

第４回 思考と言語 第3回の復習をしておく

試験 定期試験を実施しない

教科書 授業資料は教員が準備します。
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受講態度（50％）
提出物（50％）

第５回 学習心理学 第4回の復習をしておく

第６回 発達心理学①

課題等への対応 授業外学修時間

臨時試験に応じて、重点的な復習を授業内で行う。 復習8時間

回数 授業計画 学習課題（予習・復習）

５． 成績評価の方法と割合

授業方法

必要に応じてプリントを配布しながら、パワーポイントを用いた講義を行う。

○ ◎ ○ ○ ◎

３． 日本社会の特徴を踏まえながら、人の心や行動のメカニズムを理解する。

４． ○

科目の到達目標

１． 行動科学の観点から人の心を捉えることができる。

２． 日本社会が持っている規範や価値観に関する特徴を理解する。

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

日本社会の特徴とそこで生活する人々の心や行動の様相が密接な関わりを持っていることを理解する。
１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力

選択

免許・資格
要件

社会福祉主事任用資格

授業形態 講義

科目 施行規則に定める科目区分又は事項等 卒業要件

対象
学生

生活創造学科
栄養士コース

2年生
単位数 ２ 担当形態

22S006 担当者 大徳　朋子

学期区分 後期

単独

科目
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基礎科目 科目名 心理学
科目
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